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す。ザクロは，以前はザクロ科 Punicaceae に分類されていましたが，今ではミソハギ科 Lythraceae に属し，

















ザクロ Punica granatum L. （ミソハギ科 Lythraceae）
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写真 1　ザクロ（花） 写真 2　ザクロ（果実）
野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —
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図 1　成分の構造式









ル カ ロ イ ド の pelletierine，N-methylpelletierine，
pseudopelletierine など，ellagic acid を構成要素と
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榔子）が駆虫に用いられ，乾燥した果皮（石
榴果皮 Granati Pericarpium）も樹皮や根皮と同様の目的で用いられます（中国では果皮を石榴皮という）。
　種子については，一時，種子油（酸石榴）にエストロゲン estrogen 様作用があることが見いだされ，こ
の活性がエストロン estrone によることが示され，更年期障害や乳癌などに対する効果が期待されましたが，
エストロンは活性が低く，経口摂取ではエストロンは肝臓で速やかに代謝されることなどから実質的な効果
は疑問視されています。古代ローマでは，ザクロの果皮は皮革をなめすのに用いられたそうですが，これは
多量に含まれるタンニンによるものと思われます。また，材は硬く，床柱や装飾用の柱に用いられます。
写真 4　ザクロ（材）
写真 3　ザクロ（果汁）の入ったジュース
写真 5　生薬　セキリュウヒ（石榴皮）
